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報道発表資料 
平成30年4月19日 

独立行政法人国民生活センター 

 

乾電池が破裂した防犯ブザー 

 

１．経緯 

「防犯ブザーに入っていた乾電池が破裂した。原因を調べてほしい。」という内容のテスト依頼

が3件寄せられました（2017年8月1件、11月1件、2018年4月1件）。これらはいずれも同型の防犯ブ

ザーに同梱されていた乾電池で、「12-2020」の表示がありました。破裂した乾電池は、金属製の

外殻が破損して内容物がとび出しており、商品テストを行ったところ、電池が消耗すると破裂す

る可能性があることがわかりました（「別添資料」参照）。また、テスト依頼とは別に、同様の事

故が2件確認されています。 

該当する防犯ブザー（写真、表）をお持ちの方は、当該乾電池の使用を控え、今後の対応方法

について、販売元にお問い合わせください。 

 

写真．当該品の外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

表．当該品の仕様 

製品名／品番 安全防犯ブザー（生活防水）/SE-1805K 

販売元 株式会社西文舘 

本体サイズ 75×53×35mm 

同梱乾電池 単 4形アルカリ乾電池 2本 

 

 

 

 

本体外観 乾電池 
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２．販売元からの聞き取り情報 

販売元によると、当該品は2016年2月から2017年4月までに出荷された安全防犯ブザー（SE-1805K、

約11万個）で、全国の自治体の教育委員会などを通じて小学校の新入生などに配付され、一部に

おいて「12-2020」の表示のある乾電池（防犯ブザー1個につき2本の乾電池を使用）が使われてい

るとのことです。なお、インターネット通信販売などで販売されたものについては、対象の乾電

池は使用されていません。販売元は既に把握できている販売先に対して、電池が破裂する危険性

がある旨や、今後の対応方法について通知を進めています。 

 

販売元：株式会社西文舘（法人番号 8430001026051） 

      〒064-0823 札幌市中央区北 3条西 30丁目 4番 11号 

      http://www.seibunkan.com/ 

問い合わせ先：東京支店 

       電話番号：03-6802-4690 

          FAX：03-6802-4691 

E-Mail：info@seibunkan.com 

受付時間：10:00～17:00（土日祝は休み） 

 

○情報提供先 

 消費者庁 消費者安全課                  （法人番号 5000012010024） 

内閣府 消費者委員会事務局                （法人番号 2000012010019） 

文部科学省 初等中等教育局 健康教育・食育課       （法人番号 7000012060001） 

経済産業省 製造産業局 生活製品課            （法人番号 4000012090001） 

経済産業省 商務情報政策局 情報産業課          （法人番号 4000012090001） 

経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 製品安全課 （法人番号 4000012090001） 

公益財団法人全国防犯協会連合会              （法人番号 3010005018109） 

 

本件問い合わせ先 

          商品テスト部：042-758-3165 
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販売元告知資料 
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別添資料 

１． テスト依頼が寄せられた事例 

【事例 1】 

新入学の時期に配付した防犯ブザーに内蔵の単 4 電池が破裂した。けがはなかったが、配付か

ら 1年程度の時期に同一ロットで 2件の事故が起きた。 

（2017 年 8月テスト受付、東京都*） 

【事例 2】 

小学校の教室のロッカーに置いていたランドセル内で破裂音が聞こえた。原因は、新入生に配

付した防犯ブザー内の単 4アルカリ乾電池の 1本が破裂したためであった。 

（2017 年 11月テスト受付、東京都*） 

【事例 3】 

児童の自宅玄関の壁に引っ掛けてあった防犯ブザーが突然破裂した。家族が驚いて玄関口に行

くと本体の破片が飛び散り焦げ臭いにおいがしていた。 

（2018 年 4月テスト受付、愛知県*） 

*テスト依頼のあった消費生活センターなどが所在する都県 

 

２．アルカリ乾電池の構造 

一般的なアルカリ乾電池は正極（＋極）に二酸化マンガン、負極（－極）に亜鉛が用いられ、

電解液としてアルカリ性の水酸化カリウムが使用されています。また、乾電池内部の正極側と

負極側はセパレータで分離されており、外装の＋端子と－端子は絶縁リングやガスケット（パ

ッキング）などによって絶縁されています。乾電池は短絡による急激な化学反応や過放電など

によってガスが発生し、電池内部の圧力が上昇する場合があり、一定の圧力を超えるとガスケ

ット部に設けられた安全弁が破れてガスを放出することにより電池が破裂するのを防いでいま

す。 

図.アルカリ乾電池の一般的な内部構造 
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３．当該品の概要及び調査 

当該品は、付属の単 4形のアルカリ乾電池 2本を使用し、本体のブザーピンを引くことでブ

ザー音が大きな音量で鳴る防犯ブザーでした。 

（１）乾電池 

テスト依頼された 3件の事例とも、装填されていた 2本の単 4形のアルカリ乾電池のうち

1本が破裂していました。破裂した乾電池にはいずれも外装ラベルに「12-2020」の表示がみ

られました。これらは金属製の外殻が破損して内容物がとび出していたほか、＋端子が膨ら

んでいたことから（写真 1）、ガスの発生により内部の圧力が上昇していたものと考えられま

した。 

写真 1．破裂した乾電池 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に破裂した当該品のうち、2 事例（いずれも東京都内で発生したもの）について乾電池

を切断し内部の様子を観察したところ、－端子を構成する金属端子にはガス放出孔が設けら

れていましたが、ガスケットの安全弁が破れた痕跡はみられませんでした（写真 2）。 

 

写真 2．破裂した乾電池の分解調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）防犯ブザー本体 

テスト依頼された当該品 3検体について、防犯ブザー本体に未使用の乾電池を装填しスイ

ッチを入れたところ、1検体についてはブザー圧電素子の破損があり発報しませんでしたが、

他の 2検体では大きな音量でブザーが発報し機能に異常はみられませんでした。また、いず

れの検体についても本体に電池の破裂につながるような異常はありませんでした（写真 3）。 
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写真 3．当該品の防犯ブザーの外観及び電池ボックス周辺の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）電池消耗テスト 

依頼者より提供された、未使用の防犯ブザー（「12-2020」の表示のある乾電池が 2本装填

されたもの）10 検体について、ブザーを継続して発報させ、電池を消耗させるテストを実施

しました。その結果、1～2日後に 2検体で乾電池が破裂した（写真 4）ほか、破裂に至らな

かったものの、＋端子が膨れた乾電池もみられました（写真 5）。なお、すべての乾電池につ

いて液漏れは発生しませんでした。 

 

写真 4．電池消耗テストで破裂した乾電池 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5．電池消耗テストで＋端子が膨れた乾電池の例 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

以上のことから、これらの乾電池は、電池の消耗に伴い発生したガスによって内圧が上昇

し、破裂を防ぐためのガスケットの安全弁が適切に機能しなかったため、電池缶が内圧に耐

えきれずに破裂したものと考えられました。 

電池消耗テスト後の乾電池 参考：未使用の乾電池 

ブザーピン 

本体外観 

ブザー音発報部 

本体内部 

電池ボックス 
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